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 米大統領選以降、国内株式市場は非常に堅調です。日経平均株価は29年振り高値を更新し、さらな
る上昇への期待が高まっています。

 11月に入ってからの株価上昇には、海外投資家の買いが大きく寄与しました。まだ買い余力が十分
にあるとみられる海外投資家の需要が、日本株を支える展開も期待されています。

29年振り高値を更新した日経平均株価

 11月に入り、米大統領選の趨勢判明による不透
明感の後退やワクチン開発への期待による世界
的なリスクオンムードの中、日経平均株価は29
年振り高値を更新しました。これまで上値抵抗
線となっていた2018年の高値（24,448.07円）を
上抜けたことで、さらなる上昇への期待が高
まっています。

 足元の国内株式市場は、中国をはじめとするア
ジアでの景気回復の恩恵を受ける機械関連、需
要が好調な半導体関連が多く含まれる日経平均
株価が主導するかたちで、大幅に上昇していま
す。コロナ禍でも、好業績が期待される企業の
株価は非常に堅調となっています。

海外投資家の注目高まる日本株

期間：2020年1月第1週～2020年11月第3週、週次

 日経平均株価の長期ローソク足チャート

 11月に入ってからの日本株上昇の原動力は、海
外投資家です。海外投資家は11月1週目、2週目
と連続で1兆円以上の日本株を買い越しています
（現物と先物の合計）。

 2020年を通して見ると、海外投資家は日本株を
売り越しています。年初来の売越額累計額は、
ピーク時で約9兆円に上っていました。なぜ海外
投資家は日本株の買いを急に増やしたのでしょ
うか。

 その要因として、日本のコロナ感染者数が他国
と比べて抑制されていること、コロナ後の世界
景気回復の恩恵を受けやすい、電機や自動車、
機械などの企業業績改善期待が高まったこと、
などが指摘されています。海外投資家による日
本株の再評価が、足元の買い越しに繋がったよ
うです。

 海外投資家は11月に連続で1兆円相当の日本株を
買い越していますが、年初来ではまだ約7兆円の
売り越しです。まだ日本株の買い余力が十分に
あるとみられる海外投資家の需要が、日本株を
支える展開が期待されています。

 日本株の海外投資家売買動向と日経平均株価

海外投資家が連続で
1兆円以上買い越し

出所：ブルームバーグのデータをもとにちばぎんアセットマネジメント作成

期間：1980年11月末～2020年11月末、月次 （年/月）
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